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景観測色の基礎研究 ・ 1　 計器による測色実験
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1　 は じめ に

　近 年環境 問題 が 世 間で 問題 に され てお り、

色彩 に 関 して も注 目を集めて い る 。

　測色調査 には視感測色法 と計器測色法が

用 い られて お り、そ の 関係に つ い て検討 し

た 。

　色 を言葉 で伝 える場合、標準光源の 下 で

観察 した色を伝え る約束にな っ て い る 。

　 しか し現実の 色彩景観は天候 、 EI射方向、

時間等の外界状況 に より影響を受け、同 じ

建築物におい て も様々 な見え方 をする 。

今回建築色彩の 代表 として ブル ーグ レ イ系 、

レ ン ガ色系 、 じ ゅ ら く色系 、
ベ

ー
ジ ュ 色系

の 4色を フ ラ ヅ ト、凹凸ある面の 各種条件

に於 ける測定 を行 っ た。

2　 実験
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フ ラ ヅ ト　 ベ ニ ヤ板 に ラ ッ カ
ー吹 き付 け

凹凸　 　　壁紙 に ラ ッ カー吹き付 け

各サン プ ル を ミノ ル タ分光測色計 CM2002

を用 い て い て 分光反射率を計 っ た 。
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　こ れ らの サ ンプル を下記の 4 方向か ら

ミノ ル タ CS − 100 を用い て 5rn離れ

11 時よ り日没まで 1時間おきに計器測

色 を行 っ た 。

  南方向

  北方向

  太陽方向

  反 太陽方向

　 測定 日は快晴の 1996 年 10 月 21 日

に フ ラ ッ ト面を 11 月 1 日に凹凸 面測色 を

実施 した。
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ジ ュ 系 フ ラ ッ トの 4 方向で の 時間変化
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数字は 時間を表す

3　 結果

　建築物 の 壁面変化は南面や北 面は色度変化

は 少ない が 、太陽面は大 きく変化す る 。

又 、 テ ク ス チ ャ
ー

の違い は フ ラ ッ ト面に比 べ

凹 凸 面は大 きく変化する 。

4　考察

　 色彩景観 は太 陽の 位置 とテ クスチ ャ
ー

に

よ り大き く変化 する事が分か っ た 。

今回は天候変化 の 少な い 晴天 の 晩秋を選ん だ

が曇 りの 日、 雨の 日等で 当然変化があ る 。

今後色彩景観を論 じる ときには 、 こ の ような

事実 を考慮 する必要が ある。
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